
中部電力パワーグリッド株式会社
2026年 3月30日

中部エリアにおける2026年度の
揚水随意契約について

資料５－１
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１．託送料金における現状と調整力確保費用
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◼送配電事業については、エスカレに伴う資材費や労務費、資金調達コストが増加する中で、再エネ拡

大やデータセンターなどに関わる系統増強および高経年化設備更新を着実に進めていく時期にある。

◼調整力確保費用は、託送料金原価の約５％を占めているが、需給調整市場からの調達コストは高

止まりしている状況。

◼ このため、当社は事業者目線での創意工夫を凝らし「効率的な調整力確保」に取り組んでいるところ。

◆公共工事設計労務単価
▲国内企業物価指数
▲建設工事費デフレーター
●消費者物価指数

次世代投資
120億円

OPEX
1,658億円

CAPEX
821億円

制御不能費用
2,242億円

調整力確保費用
300億円

その他
609億円

5％

RC承認値
6,321億円
(5年平均)

事後検証費用
557億円

事業報酬
314億円

【金利（国債（10年）】

2025

資金調達
コスト

約20円/△kW・h （投資判断基準）
収益性を重視した新規リソースが参入

複合： 6円/△kW・h

一次：10円/△kW・h

従来のリソース

RC単価：2.25円/△kW・h

需給調整市場
（2024年～） 調整力費用を

どの程度に
設定するか

労務コスト
資材コスト

2024

20202015

2016

【物価等指標（2021年度＝100）】

2020
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２．中部エリアにおける揚水随契の枠組み
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◼ 当社の揚水随契は、ブラックスタート電源契約で固定費負担を保証している契約関係を活かし、 BG側で運

用する号機の収益実績に応じて対価を支払う仕組み（ミラー契約）となっているのが特徴。 

◼ また、TSOが揚水発電所の運用権を持つことにより、実需給までの運転態勢に応じた運転モードを使い分ける

ことで、同発電所が有する調整機能（△kW拠出量）を最大化できる。

◼ 高速商品を含む揚水機をスポット前に事前確保することは、未達傾向の中部エリアの安定供給に寄与。

 固定費の合理化やTSOが揚水運用権を持つ価値に着目し、安価・確実な調整力確保の枠組みを構築

第5回 制度設計・監視専門会合（2025/1/30）【資料6】

安定供給 コスト 機会の確保（募集量）

【2025年度の調整力確保実績※1】

②揚水随契※3

0.67円/△kW・h

【38%】

③余力活用※4

0.84円/△kW・h

【45%】

自然体余力
控除【17％】

3σ-1σ

【22％】

①需給調整市場
6.21円/△kW・h

【16％】

貸与日数実績：245日（80%) ※2

揚水随契調整力確保量：28億△kW・h

1σ
3σ

市場未達
【7％】

※1：2025年4月～2026年1月における貸与日数。
※2：貸与対象揚水発電機２台の平均値を採用。
※3：広域機関で整理された市場募集量からの一律控除をベースに△kW量を算出。単価実績は、BGへの

支払額を△kW量で除算。貸与機の託送費用、再エネ発電促進賦課金含む。
※4：電源持替費用から自然体余力、追加起動、電源持替で発生した余力活用による確保量を基に算定。

公平性
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（参考）2025年度のポートフォリオ調達実績
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【複合（調達量・市場単価）】

調
達
量
（
億
△

k
W
・
h
）

市
場
単
価
（
円
／
△

k
W
・
h
）

調
達
量
（
億
△

k
W
・
h
）

市
場
単
価
（
円
／
△

k
W
・
h
）

：揚水随契調達量（億△kW・h） ：市場調達量（億△kW・h） ：市場未達量（億△kW・h） ：自然体余力控除量（億△kW・h） ：市場単価（円/△kW・h）      

【一次調整力（調達量・市場単価）】

1σ

自然体余力控除

◼ 中部エリアでは、2024年度１Qの応札実績が大幅未達であり、安定供給や効率的な調整力確保および

市場取引を阻害しない点も総合的に考慮のうえ規模感を設定し、同年7月より揚水随契を実施。

◼ 2025年度においては、同年６月より自然体余力控除が新たに追加されたため、複合商品では充足率は

大幅に向上する断面が増えた一方、一次調整力は依然として未達が残っている。

2026年度は自然体余力控除が行われず、その分の募集量は増加する点を踏まえると、揚水随契が同

規模継続であっても、量の観点で一定の取引機会は引き続き確保されると考えられる。

自然体余力控除

2025年度 2025年度

不落札データをP5、前日化影響をP8で説明

26年度
募集量
イメージ

1σ

3σ

26年度
募集量
イメージ

第17回 制度設計・監視専門会合（1/30）
【資料5-1】 12月～1月データを追加・更新

揚水随契開始

揚水随契開始

安定供給 コスト 機会の確保（募集量） 公平性
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（参考）2025年度の応札実績分析（落札／不落札）
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◼ 中部エリア属地電源の一次調整力の不落札は、自然体余力控除が追加された６月以降に発生しており、応札全

体の2％程度と極めて小さく、経済合理性の観点で、RC単価を下回るような安価な札を不落にした実績はない。

◼ 複合においては、当該日ブロックのメリットオーダーやMMSの約定ロジックの影響などにより、RC単価以下の安価な応

札が不落になっているブロックも発生しているが、応札全体の3％と極めて小さい。

2025年度実績においては、揚水随契に起因する不合理な不落札はないことを確認。

[ΔGW・h]

【一次調整力 落札／不落札 単価分布】
（データ期間：2025/4/1～2026/2/28、揚水随契あり）

落札量

不落量

【複合 落札／不落札 単価分布】
（データ期間：2025/4/1～2026/2/28、揚水随契あり）

不落：応札全体の2%

RC単価2.3円

不
落
札
な
し

[ΔGW・h]

不落：応札全体の16%

RC単価2.3円

RC単価以下
不落：3%

コスト 機会の確保（募集量） 公平性

落札量

不落量

安定供給
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３．2026年度調整力ポートフォリオの考え方

◼当初、全量調達の予定だった需給調整市場の単価は、新規リソース育成の観点はあるものの、従来

費用に対して大幅に上振れしている点が大きな課題。

◼ この点、コスト競争力に優れた「揚水随契」を組み合わせたポートフォリオ調達を行う概念であれば、

市場の成熟を促し、「リソース育成」と「需要家負担」の両立を図ることができる。

◼具体的な2026年度の調整力ポートフォリオについては、事前確保の１σ領域のうち、年間の市場募

集量を上限としたうえで、揚水随契の規模を設定するイメージとし、市場４０：揚水４０：余力

２０の割合としたい。（※揚水規模は複合基準で設定）

相対

余力
3σ-1σ差

市場

安価なリソースで26年
度は相対（揚水随契）
により事前確保

【2026年度ポートフォリオ調達のイメージ】

BGで使われなかった供給力を活用し、
実需給までに効率的に確保

約40%
（揚水随契）

約40%
（市場募集量）

約20%

（2025年度実績）
約6円/△kW・h（複合）
約24円/△kW・h（一次）
約2.3円（三次②）

（2026年度）
前日取引化効果と

  新規リソースの応札次第

約4～6円程度（前日）

約1円※/△kW・h

約1～2円※/△kW・h
【試算】ポートフォリオ総合単価：

2.2～3.2円程度/△kW・h

火力・蓄電池等多様なリソースの
成熟を促し、競争環境下で確保
一定募集量は維持

※2024年～2025年度実績より推定

コスト 機会の確保（募集量） 公平性安定供給
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2026年度の揚水随契スキーム（一部返還スキーム）

（参考）2026年度揚水随契スキームの一部見直し
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◼ 2026年度は、発電所の停止作業が少ないため、現行契約規模（2台）で通年貸借した場合、

揚水随契による△kW確保量が全体の過半を超える見込み。

◼ このため、TSO号機をBGの供給力側（kWh活用）に一部返還するスキームに変更することで、

市場募集量とのバランスを考慮した契約（市場:揚水随契=40:40）に見直すこととしたい。

市場参加者の△kW市場取引機会に十分配慮しつつ、供給力（kWh）と調整力（△kW）

双方の観点での社会コスト低減に向け、揚水発電所の効率的運用を引き続き目指していく。

30分コマ

募
集
量

△
M

W
・
3
0
分

30分コマ

揚水随契

揚水機１台控除

市場募集

揚水随契

市場募集募
集
量

△
M

W
・
3
0
分

1σ 1σ

揚水機２台控除（2024年度～2025年度※1）

組合せ※2

※2 年間控除量の見込みはHPで公開予定

※1 発電所の停止作業がない場合

コスト 機会の確保（募集量） 公平性安定供給
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◼ 前日取引化後の中部エリアの応札量は、一次・複合とも２～３倍に増加した一方、募集量側も自然

体余力控除の終了により、一次・複合とも大幅に増加。

◼ 約定単価は、一次（24円 9.1円）および複合（７円 3.8円）で大幅な低下が見られた。

◼ 他方、一次調整力はコマ毎に見ると約４割程度（約22コマ）で未達が残っており、揚水随契２台の

規模感でも取引機会は引き続き確保できている。

（参考）前日取引化後の調達実績

【複合 市場動向】

前日取引化後も未達コマが継続的に発生
（ブロック数の約4割程度）

前日化

コスト 機会の確保（募集量） 公平性

：中部ｴﾘｱ応札量（億△kW・h）  ：募集量（億△kW・h）

 ：約定量（億△kW・h） ：約定率％

【一次 市場動向】

前日取引化後も未達コマが発生

落札量
不落量

上限価格見直し
応札※1のシフト 落札量

不落量
上限価格見直し

応札※1のシフト

調
達
量
（
△

G
W
・h
）

調
達
量
（
△

G
W
・h
）

単
価
別
応
札
量
の
最
大
値
で
正
規
化

前日化
100%で頭打ち

単価帯（円／△kW・h） 単価帯（円／△kW・h）

安定供給

週間応札データ※2 週間応札データ※2

※1 2026年3月15日～3月20日のデータ（前日化後）
※2 2025年4月1日～2026年2月28のデータ（週間取引、P5と同様）
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４．その他リソースの随意契約について
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◼今回の揚水随意契約は、拠出事業者様とスキームを協議のうえ、TSOが調整力を安価に確保する

目的であるため、その他事業者様からも同様の申し出があれば、誠実に協議させていただく所存。

◼ 「一次調整力を含む複合リソースであること」、「RC単価以下で拠出できる見込みがあること」などを

基本要件とし、その他具体的条件については個別にご相談させていただく予定。

◼なお、2027年度に向けては、公募を含む合理的なリソース確保の在り方について検討を進める。

随意契約のお問合わせ

条件区分 概要

価格 RC単価以下

商品要件
一次調整力・複合調整力
を出せること

属地 中部エリア

kWh単価
V1/V2はリソース特性に応
じてTSOが設定

【随意契約に関する基本要件（案）】

※10MW以上かつ、余力活用契約を締結していること。
※１日の稼働回数や控除係数等、具体的条件は国や
広域機関殿と相談のうえ決定。

※画像はイメージ

コスト 機会の確保（募集量） 公平性安定供給
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（参考）系統用蓄電池の活用に関する議論
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◼ 3/6の第2回分散型エネルギー推進戦略WGでは、蓄電池は卸電力市場で再エネのアービトラージ

活用を行うことが期待されるが、蓄電池の収益構造が需給調整市場に偏在している旨の報告があった。

◼需給調整市場だけではなく、電力システムが期待する蓄電池のポテンシャルや役割（アービトラージ、

系統混雑への貢献等）を担うための政策措置の必要性の議論がなされている状況。

第2回 分散型エネルギー推進戦略WG（2026/3/6）【資料5】
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５．まとめ

◼ 国の審議会（5月および10月の制度設計作業部会）において、ポートフォリオ調達の概念は整理済であるが、 2026

年度のポートフォリオ調達比率を以下の観点で改めて検討した。当社は、取引機会にも配慮しつつ、 2026

年度も揚水随契を継続（最大61万kW）することで、引き続き社会コストの抑制を図ってまいりたい。

調整力確保の考え方

⚫ 高速商品を含む揚水機をスポット前に事前確保することは、未達傾向の中部エリアの安定供給に寄与。

⚫ 調整力確保費用は全体のRC1託送料金の５％であるが、全量市場調達を前提とした場合には需要

家負担が大きく膨らむため、「効率的な調整力確保のあり方」の視点が重要となる。

⚫ この点、新規リソースを含む市場での取引機会を確保しつつ、安価な「揚水随契」を組み合わせることで、

全体のコスト面のバランスを取ることができるため、具体的な2026年度年間調達比率として、市場：

揚水随契：余力＝４０：４０：２０とすることとしたい。

その他リソースとの関係性

⚫ 過去実績なども確認した結果、安価な札を阻害しておらず、「揚水随契の規模感」として問題な

い旨を改めて確認した。また、2026年度は、揚水以外のリソースに対する随意契約（RC単価以

下など条件有）の協議窓口を設置し、希望する事業者様と誠実に協議させていただく。

◼ なお、需給調整市場は、広域調達により、安価なリソースを最大限活用することが主旨である一方、新規リ

ソース目線での投資回収に関しても様々な要望もいただいている。この点、本来期待される役割（再エネの

アビトラージ運用、系統混雑への貢献等）へ誘導する政策措置の必要性が別の審議会でも示されており、

スポット市場や容量市場などを含めた制度のアップデートの状況も注視してまいりたい。

安定供給 コスト

機会の確保（募集量） 公平性
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（参考）揚水随契の枠組み①

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Gr i d  Co .、 Inc .  A l l  r i gh t s  rese rv ed .

第5回 制度設計・監視専門会合（2025/1/30）【資料6】
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（参考）揚水随契の枠組み②
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第5回 制度設計・監視専門会合（2025/1/30）【資料6】



15

（参考）2025年度揚水随契の実績について

※1：2025年4月～2026年1月における貸与日数。貸与対象揚水発電機２台の平均値を採用。
※2：広域機関で整理された市場募集量からの一律控除をベースに△kW量を算出。単価実績は、BGへの支払額を△kW量で除算。貸与機の託送費用、再エネ発電促進賦課金含む。
※3：電源持替費用から自然体余力、追加起動、電源持替で発生した余力活用による確保量を基に算定。

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Gr i d  Co .， Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .

【2025年度の調整力確保状況※1データ更新】

４月 ５月 ６月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 累計

量
揚水随契

 （複合必要量に
対する割合）

43.0％ 52.6％ 47.6％ 36.0％ 42.0％ 41.9％ 43.3％ 28.7％ 27.1％ 22.8％ 38.3％

単価
（円/△kW・

h）

②揚水随契※2 1.45 1.15 0.77 0.35 0.46 0.56 0.65 0.45 0.15 0.27 0.67

③余力活用※3 0.85 1.04 1.15 0.40 0.38 0.23 0.95 2.15 1.04 1.10 0.84

①需給調整
市場

4.61 5.54 5.83 8.00 6.77 6.69 6.99 5.71 6.07 6.39 6.21

総合単価 1.94 2.31 2.02 1.24 1.03 1.30 2.20 3.53 2.40 2.47 1.97

②揚水随契
0.67円/△kW・h

【38%】

③余力活用
0.84円/△kW・h

【45%】

自然体余力
控除【17％】

3σ-1σ

【22％】

①需給調整市場
6.21円/△kW・h

【16％】

◼弊社の揚水随契は、ブラックスタート電源契約で固定費負担を保証している契約関係に着目し、

BG側で運用する号機の逸失利益等に応じて対価を支払う「ミラー精算」となっているのが特徴。

◼揚水随契の△kW単価は、需給調整市場との比較では年間を通じて安価であり、調達割合（約

４割）も加味すると、全体の調達ポートフォリオを効率化する役割を担っている。

◼ また、季節別では、kWh市場の昼夜間値差が大きい春期に支払額が膨らむ特徴があり、重負荷期

に割高になりやすい需給調整市場とも補完的な関係にある。

【2025年度の調整力総合単価】

貸与日数実績：245日（80%) ※

揚水随契調整力確保量：28億△kW・h

1σ
3σ

市場未達
【7％】

第17回 制度設計・監視専門会合（1/30）
【資料5-1】 12月～1月データを追加・更新
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